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化学変イヒの第一歩

分解・化合・燃焼

――中 1-―

楠 田 純 一

「原子」の見えてくる授業を

まず初めに,こ の授業の位置づけを行なっ

ておきたい。この学習は一一物質をとらえる

Part I「三態変化」一一の学習にひきつづき

Part IIと して行なったものである。そして,

PartllI「密度」とつづける。

「三態変化」の学習において,子どもたち

は,すでにモノ(物質)を「分子」で見ていく

ことができるようになってきている。また.,

「すべての物質は回体,液体,気体と変化す

る」「気体の鉄だって,固体の酸素だってあ

る」と徐々に考えてきている。このあたりを

出発にした授業である。ここでは,やはり「分

子Jにひきつづき,「原子」が見えてくるよ

うな授業を組みたい。そして,分解・化合 ,

燃焼等の化学変化が原子のレベルにおいてお

こっているところからイメージ化させ,現象

をとらえさせたぃ。

全体の授業の流れのなかで

この全体の授業のながれのなかで明らかに

したいことは,次のようなことである。

1.すべての物質は原子からできている。

それも,ほ んのわずかの種類からであ

2. 化学変化は,こ の原子の組みかえによ

っておこる。

3.化学変化がおこっても,質量は保存さ

れる。(質量保存則)

化学変化には,熱の出入りがともなう。

燃焼は,酸素との化合であるg

燃焼後にできる物質 (酸化物)を ,「原

子」の目を通して予想できる。

などである。そして,具体的な授業は次のよ

うに組んだ。(全16時 間)

回 酸化水銀の分解 (2時間)

。原子とは

種類 (周期表),大きさ,重さ

□ 銅と硫黄の化合     (1時 間)

回 鉄と硫黄の化合     (2時 間)

。熱の出入 り

鉄 と硫黄のダンゴで……

イヒ学カイロを作ろう

□・ スチールウールの恭焼   (1時 間)

国 金属が燃えたら何が要るか (2時間)

鍔ヒ(Fe), J日 (Cll)

マグネシウム (卜rg)

炭素の燃焼

水素の燃焼

(1.3時間)

(1.5時間)

回

□
一
回 いろんなモノ (物質)を もやして

。みよう (1.5時間)

回 空気中の燃焼と混合気体中の然焼

(1時間)

回 水にとける気体     (1時 間)

〈Film〉 「 ものがもえるとき なにがおこる

か」(岩波映画) ①.5)

それから,全体の授業を通して,中学 1年

の段階から「 原子」で考えてぃく以上,原子

記号をドンドン使うべきであろうと考える。

それは,けして覚えさせるということでな

く,また,それを使って化学反応を作るとい

うことおなくても, ドンドン使えば,それに

なじめるであろうし,「原子」を意識づける

ことになるであろうから。また,原子が見え
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たらということで図を書かせ
`:考

えることも

し た い 。

分解→化舎→燃焼に

分解からはじめたのは, “熱していけば ,

どんなものも団体→液体→気体"と 学習して

きた子どもたちなら,「分子」から「原子」

でものをみていくことの橋渡しとな るので

は,と 考えたからでちるもあと化合をあつか

い,その中で化学変化の特徴をとらえ,酸素

との化合ということで燃焼をあつかうことに

この進め方には,多 くの異論があろうと思

う。「今後,い くつものプランなり実践が出

てくればJと 思う。ボク自身も検討していき

たい。

鉄と硫黄のダンゴ,化学カイロで発熱を

鉄と硫黄の化合を図 1の ようにしてゃる。

このあと,子 どもたちに「鉄と硫黄の原子が

ひっつくとき, 鉄粉14g十 硫黄8g
〔図 1〕

熱は入って来

たのか,出 て

いったのか」

とたずねると, (変化後,マ ッチを近づける)

「アルコールランプで熱したんやから,そ り

ゃ,入ってきょるんや」と言う。反応がすす
だあと,試験管にマッチを近づけ,火がつく

ことで,「すごぃ熱なんや」と。ぁるいは管

を長くしてもやるが,やはり「発熱」という

のにはとまどいを示す。そんなとき,「熱を

加えないで……」ということで,鉄 と硫黄の

ダンゴをつくってゃってみる。

鉄粉 (300メ シュ)14gと 硫黄 8gを手しバチ

でよくまぜ,さ らに水を少しずつそそぎなが

らよくまゼる。手でにぎれる程度の国さにな

るまで続ける。手でま るめて ダンFにする

(水が多すぎるとや

わらかくなるので,

そのときは山のよう

にしてもよい)。温度

計をさしこみ,蒸発

皿に入れる。待つこ

と数分,やがて湯気

が出てくる。40°C～ 50°Cを こすと,あ とはグ

ングンと温度があがり,ま たたく間に90。Cを

越える。ダンゴにヒビが入り,パ ックリと書I

れたりもする。この間, 1分間 (変化がはげ

てグラフにさせても,おもしろい。各班で実

験をやらせると,自然と,温度を競い合いあ

う。最高記録などが出ると,たいへんなさゎ

ぎである。手のよごれも臭いも忘れ,夢中に

なってやる。なお,最高は92°C～ 93°Cぐ らい

(5～ 10分後)になった。

このあと,「発熱Jは簡単に認められた。

さらに,こ こで「化学カイロ」の話をし,

つくり方を話す。

〔図3〕

10X15enの布袋を
用意させる。
なかに和紙のアク
ロを入れるのもよ
い。

ほとんどの子どもが日にしたり,使ったこ

とがあるので,興味をしめす。作り方は,パ

■ライト (目芸店で 1袋 250円 )10gと 5%

食塩水 5 1Xl′ とをよくまゼ,袋に入れるω。

鉄粉20gぐ らいを紙につつみ師,同 じく袋に

入れる。これだけである。これも,化学変化

(酸 化)の発熱を利用したものとして考えさ

せたい。袋をつくってきた子どもたちは放課

後つくらせたが,今 なおまだ使っていないと

いう。子ども言わく「せっかく作ったん,も

ったいないやんか」と。

〔図2) スタンド

i■だこ青ヤ

銑と硫黄の
ダンゴ

蒸発Ill

しいときは30秒)おきぐらいに温度を記録しした。
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鉄がもえても二酸化炭素!P

燃焼は酸素との化合である。簡単にそう言

うだけでは,「モノが燃えると二酸化炭素」

という考えは,そ う簡単にとりのぞけない。

ここでは,金属の燃焼から入り,酸素との化

合をより具体的に「原子」の結びつきで考え

させた。スチールウールの燃焼で「重 くなる」

という実験後,図 4の ようにして,酸素中で

スチτルウールを燃焼させ,酸素の化合を意

識づけようとした。

〔図 4〕
ピンチコツク

スライグックを数Vま であげると,ス チー

ルウールはもえだす。スチールウールがもえ

たとき,おちないように針金をまいておく。

このあと,「 ビンチコックをひらくと,ど う

なるか」と問 う。ここでも,「二酸化炭素が

できるので,水の中にブクブクと泡が……」

という考えは,少数ではあるが出てくる。そ

こで,「原子が見えたら―……:」 ということで,

鉄の原子・酸素の分子 (原子)を図にかかせ

て考えたのちにビンチロックをひらき,水が

いきよいよく入ってくるのを見せ,さ らに図

にかき,鉄の原子に酸素の原子が結びついて

いることを教える。つぎに,できたものを酸

化鉄と教える。

このあと,銅・ マグネシウムの燃焼とあつ

かい,その酸化物を考えた。

炭素 ,水素の燃焼から

ローツク・アルコール等の化 合物 を燃や

し,「二酸化炭素」「水」はできているかと始

めるのではなく,こ こでは,

素・水素の燃焼をあつかい,

最初に単体の炭

分子式を見て,

“i二 酸化炭素・水ができる''と いうことを予

想できるようにしたい。また,逆に,どんな

原子からできているのかわからないものは ,

燃やしてみて二酸化炭素が出てくれば炭素原

子が,水が出てくれば水素原子が含まれると

考えられるようにしたい。そうすれば,「火

責め」は,きわめて有効な物質探究法となる

だろうから6‐

〈炭素の然焼〉(図 5)

炭素 (ス ミのかけら)を酸素の入ったフラ

スロの中に入れ,下から加熱し,赤 くなった

らフラスコをクルク

ルまわしてみる。「わ

あ,きれい」と見て

いる間に,ス ミは消

えている。「 どこへ

いったんやろJと 言 スミ(炭 素)のかけら

ったら,「フウセンの中へ入ったんやろ」「あ

んな,あついもん入るか」と。そして,しば

らくすると「酸イι炭素」「いや,二酸化炭素

や」と。石灰水でた 1´ かめてみる。次に,変

化前と変fLaの重さの変化を聞いてみる。こ

れまた,大問題なのである。「 二酸化炭素が

できたんやから重 くなるJと 「原子の数はか

わってへんのやから,同 じや」と意見がわか

れる。

いずれの問題も,原子の図をかかせて考え

さilた 。また,炭素の原子は二酸化炭素のな

かにもちゃんとあるということは,二重fLR

素の中でマグネシウムをもやし,炭素が再び

出てくることによって見せた。

〈水素の燃焼〉

次は図 6の ような装置を組み,発生する水

素でシャボン玉を作って火をつけたり,審番

の中にできたシャボンの泡に酸素を加えて火

をつけたりして楽しんだ。
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底 :二 人をあ1,て おく 〔Ы 6〕

水素の燃焼により何ができるかは,銅管の

日に火をつけてみて (こ れは,出 てきた水素

を水上置甚で試験管 1■ あつめ,それに火をつ

けたもので……),黒板 :こ 炎を かざして みる

と黒板がぬれる 一そのことより,水 itで き

てヽヽること力1オっかる。

いろんなものの燃焼ヘ

炭i・ 水素の4義のあとに,い ろんなもの

の燃焼へと発■させたいo

ブタン,プ ロバン,ア ルコール,ジ エチル

ェーテル,ロ ーソク,硫黄など……と。

また,そ のとき初めに分子式を示 して お

き,あ らかじめ何ができる
'予

想させておい

てからや りたい。

また,燃焼の方法もいろいろ工夫してみた

ヽヽ。                                       ′

(図 7〕
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をぉさぇる。 こ葉I孫千i:∫鼻ち全i:Fる。

。ブタンの燃焼

上の他にも,さ らに,混合気体中での燃焼

などをあつかった o

らいの
く。

oジ ェチル・エーテル引火
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